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触覚センサ装置

外圧センシング分野、ロボットの皮膚センサ

多数の触覚センサを備えることができるセンサ装置を得る。

ロボットの皮膚センサのように広い面積に亘って多数のセンサを配置しなければな
らない場合、そのセンサからのセンシング信号を確実にＣＰＵに伝達することは難し
かったが、本発明によれば、センサからの信号をそのセンサ近傍に設けたプロセッ
サ要素を経由してＣＰＵに伝達する構成を採っているので、多数の触覚センサを広
い面積に亘って多数の触覚センサなどを容易に構成することができる。

触覚センサ１００とそのセンサからの信号を処理するプロセッサ要素５１０とからな
るセンサユニット５００を多数配置すると共に、そのプロセッサ要素５１０は隣接する
センサユニットのプロセッサ要素に接続されており、触覚センサ１００は、基板とそ
の基板上に配置された被膜とから構成されており、その被膜に加えられる外圧を
センシングする。


